
～2020年オリンピックで花開くビジネス・エンタメロイヤーになるためには～

※シンポジウム終了後、同ビル27階にて懇親会を予定しております。（無料）

第11回  シンポジウム

スポーツビジネスと弁護士

日時

場所

平成26年5月24日（土）
大手町サンスカイルーム24階会議室

■後援／総務省・経済産業省・文部科学省・知的財産戦略本部（予定）

千代田区大手町2-6-1 朝日生命大手町ビル

午後1時15分～午後4時15分

会費無料（会員以外の方でも参加できます）

内容 基調講演　30分

　
　　　　　　伊東　卓 弁護士　（日本スポーツ法学会理事　元日本弁護士連合会事務次長）

パネルディスカッション　120分+α　

　　　　①スポーツ選手の契約と紛争　
　　　　②スポーツ興行とコンテンツコントロール　
　　　　③放送、通信による国内外への発信について　
　　　　　各登壇者に現況等について簡単なプレゼンをお願いした後、各テーマについて議論し、2020年オリンピック／
　　　　　パラリンピックで花開くために、ビジネス・エンタメロイヤーとして、スポーツ選手として、スポーツビジネス業界
　　　　　として、今やるべきこと、将来の課題と、その解決策、さらには、今後の展望、夢を語り合います。

パネリスト       為末 　大 氏     （元プロ陸上選手・一般社団法人アスリートソサエティ代表理事）
　　　　　　　中森 康弘 氏　   （公益財団法人日本オリンピック委員会〈JOC〉広報・企画部長,2020東京開催準備室長）
　　　　　　　高木ゆかり 氏     （Senior Vice President, IMG Media）　
　　　　　　　東條 　弘 氏　   （ＮＴＴ未来ねっと研究所　第一推進プロジェクト　プロジェクトマネージャー）
　　　　　　　元橋 圭哉 氏　   （一般社団法人 次世代放送推進フォーラム 事務局長（NHKメディア企画室付））
　　　　　　　伊東 　卓 氏　  （日本スポーツ法学会理事　元日本弁護士連合会事務次長）

モデレーター   大橋 卓生 氏　　（弁護士・当会会員）

2014年、ソチでのオリンピック/パラリンピックが感動と共に終わりました。
スポーツは、観る者に多くの感動や喜びを与えてくれますが、その一方で、スポーツビ
ジネスの観点からも、まだまだ大きな可能性を秘めています。 
そこで、本シンポジウムでは、2020年のオリンピック/パラリンピックの東京での開催を
きっかけに、改めて、スポーツビジネスを、幅広い視点からとらえ直し、その将来像を
検証したいと思います。

「現在のスポーツビジネスと法に関連した問題点の提起」

NPO法人 エンターテインメント・ロイヤーズ・ネットワーク


